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(57)【要約】

【課題】　法面の崩落等を防止する法面保護工法に用い

るアンカー打込み装置において、作業者が打込み機を支

えることなく、数ｍに渡る長さのアンカーを直線状に精

度良く且つ安全に打ち込めるようにする。

【解決手段】　法面に接地する側の先端が先細り状であ

る長尺のガイドフレーム１１と、そのガイドフレーム１

１に沿って移動する移動架台１２と、その移動架台１２

に取り付けてアンカーに振動を与えながら地山に打ち込

む打込み機１３と、ガイドフレーム１１の後側を重機等

で吊り上げて法面に対して所定角度に支持できるように

するワイヤーロープ１１ｄ付きの吊上げ用フレーム１１

ｃと、前記移動架台１２を打ち込み方向へ移動させるモ

ーター１４及び駆動チェーン１４ａとで構成する。

【選択図】　図１
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【 実 用 新 案 登 録 請 求 の 範 囲 】

【 請 求 項 １ 】

　 法 面 の 崩 落 等 を 防 止 す る 法 面 保 護 工 法 に 用 い る ア ン カ ー 打 込 み 装 置 で あ っ て 、 法 面 に 接

地 す る 側 の 先 端 が 先 細 り 状 で あ る 長 尺 の ガ イ ド フ レ ー ム と 、 そ の ガ イ ド フ レ ー ム に 沿 っ て

移 動 す る 移 動 架 台 と 、 そ の 移 動 架 台 に 取 り 付 け て ア ン カ ー に 振 動 を 与 え な が ら 地 山 に 打 ち

込 む 打 込 み 機 と 、 ガ イ ド フ レ ー ム の 後 側 を 重 機 等 で 吊 り 上 げ て 法 面 に 対 し て 所 定 角 度 に 支

持 で き る よ う に す る ワ イ ヤ ー ロ ー プ 付 き の 吊 上 げ 用 フ レ ー ム と 、 前 記 移 動 架 台 を 打 ち 込 み

方 向 へ 移 動 さ せ る 駆 動 手 段 と で 構 成 し た こ と を 特 徴 と す る 、 法 面 保 護 工 法 用 ア ン カ ー 打 込

み 装 置 。

【 請 求 項 ２ 】

　 ガ イ ド フ レ ー ム が 、 ２ 本 の 長 尺 の 鋼 管 を 複 数 の 連 結 板 で 梯 子 状 に 溶 接 し た 構 造 で あ る 、

請 求 項 １ 記 載 の 法 面 保 護 工 法 用 ア ン カ ー 打 込 み 装 置 。

【 請 求 項 ３ 】

　 駆 動 手 段 が 、 ガ イ ド フ レ ー ム の 下 部 に 無 端 の 駆 動 チ ェ ー ン を 前 後 に 渡 っ て 張 り 渡 し 、 そ

の 駆 動 チ ェ ー ン の 途 中 位 置 に 移 動 架 台 を 連 結 し 、 モ ー タ ー の 出 力 軸 に 備 え た ス プ ロ ケ ッ ト

を 駆 動 チ ェ ー ン に 噛 合 し 、 モ ー タ ー の 回 転 に よ っ て 移 動 架 台 が 打 ち 込 み 方 向 へ 一 定 速 度 で

移 動 す る よ う に し た 構 造 で あ る 、 請 求 項 １ 又 は ２ 記 載 の 法 面 保 護 工 法 用 ア ン カ ー 打 込 み 装

置 。

【 考 案 の 詳 細 な 説 明 】

【 技 術 分 野 】

【 ０ ０ ０ １ 】

　 本 考 案 は 、 法 面 の 崩 落 等 を 防 止 す る 法 面 保 護 工 法 に 用 い る ア ン カ ー 打 込 み 装 置 に 関 す る

。

【 背 景 技 術 】

【 ０ ０ ０ ２ 】

　 従 来 の 法 面 保 護 工 法 と し て は 、 法 面 を 整 形 し た 後 に 種 子 を 備 え た 植 生 マ ッ ト 付 き の 保 護

ネ ッ ト を 敷 設 し 、 そ の 保 護 ネ ッ ト に ア ン カ ー を 貫 通 さ せ て 法 面 の 地 山 に 達 す る 深 さ ま で 打

ち 込 み 、 敷 設 済 み の 保 護 ネ ッ ト の 表 面 に 押 え プ レ ー ト を 配 置 し て 露 出 し て い る ア ン カ ー の

頭 部 に 定 着 し 、 保 護 ネ ッ ト を 法 面 に 押 さ え 付 け て 崩 落 等 を 防 止 で き る よ う に し た 技 術 が あ

る 。

【 ０ ０ ０ ３ 】

　 こ の 法 面 保 護 工 法 に 用 い る ア ン カ ー 打 込 み 機 と し て 、 既 存 の 削 岩 機 等 （ 例 え ば 特 許 文 献

１ 参 照 ） に ア ン カ ー を 取 り 付 け て 作 業 者 が 直 接 持 っ て 支 え 、 ア ン カ ー に 振 動 を 連 続 的 に 与

え な が ら 地 山 に 打 ち 込 め る よ う に し た も の が 知 ら れ て い る 。

【 ０ ０ ０ ４ 】

　 と こ ろ で 、 前 記 の よ う な 打 込 み 機 で は 、 そ の 重 量 と 打 ち 込 み 中 の 激 し い 振 動 で 作 業 者 が

打 込 み 機 を 所 定 の 角 度 に 正 確 に 保 持 す る こ と が で き ず 、 ア ン カ ー を 直 線 状 に 精 度 良 く 打 ち

込 む の は 困 難 且 つ 危 険 な 作 業 で あ っ た 。 ま た 、 作 業 者 が 支 え る こ と が で き る 重 量 や 大 き さ

に も 限 度 が あ り 、 数 ｍ に 渡 る 長 さ の ア ン カ ー を 深 く ま で 打 ち 込 む こ と は で き な か っ た 。

【 先 行 技 術 文 献 】

【 特 許 文 献 】

【 ０ ０ ０ ５ 】

【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ １ － １ ８ ２ ０ ６ ７ 号 公 報

【 考 案 の 概 要 】

【 考 案 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】

【 ０ ０ ０ ６ 】

　 本 考 案 が 解 決 し よ う と す る 課 題 は 、 従 来 の こ れ ら の 問 題 点 を 解 消 し 、 作 業 者 が 打 込 み 機

を 支 え る こ と な く 、 数 ｍ に 渡 る 長 さ の ア ン カ ー を 直 線 状 に 精 度 良 く 且 つ 安 全 に 打 ち 込 め る

よ う に す る こ と に あ る 。

【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
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【 ０ ０ ０ ７ 】

　 か か る 課 題 を 解 決 し た 本 考 案 の 構 成 は 、

１ ） 　 法 面 の 崩 落 等 を 防 止 す る 法 面 保 護 工 法 に 用 い る ア ン カ ー 打 込 み 装 置 で あ っ て 、 法 面

に 接 地 す る 側 の 先 端 が 先 細 り 状 で あ る 長 尺 の ガ イ ド フ レ ー ム と 、 そ の ガ イ ド フ レ ー ム に 沿

っ て 移 動 す る 移 動 架 台 と 、 そ の 移 動 架 台 に 取 り 付 け て ア ン カ ー に 振 動 を 与 え な が ら 地 山 に

打 ち 込 む 打 込 み 機 と 、 ガ イ ド フ レ ー ム の 後 側 を 重 機 等 で 吊 り 上 げ て 法 面 に 対 し て 所 定 角 度

に 支 持 で き る よ う に す る ワ イ ヤ ー ロ ー プ 付 き の 吊 上 げ 用 フ レ ー ム と 、 前 記 移 動 架 台 を 打 ち

込 み 方 向 へ 移 動 さ せ る 駆 動 手 段 と で 構 成 し た こ と を 特 徴 と す る 、 法 面 保 護 工 法 用 ア ン カ ー

打 込 み 装 置

２ ） 　 ガ イ ド フ レ ー ム が 、 ２ 本 の 長 尺 の 鋼 管 を 複 数 の 連 結 板 で 梯 子 状 に 溶 接 し た 構 造 で あ

る 、 前 記 １ ） 記 載 の 法 面 保 護 工 法 用 ア ン カ ー 打 込 み 装 置

３ ） 　 駆 動 手 段 が 、 ガ イ ド フ レ ー ム の 下 部 に 無 端 の 駆 動 チ ェ ー ン を 前 後 に 渡 っ て 張 り 渡 し

、 そ の 駆 動 チ ェ ー ン に 移 動 架 台 を 連 結 し 、 駆 動 チ ェ ー ン に モ ー タ ー の 出 力 軸 に 備 え た ス プ

ロ ケ ッ ト を 噛 合 し 、 モ ー タ ー の 回 転 に よ っ て 移 動 架 台 が 打 ち 込 み 方 向 へ 一 定 速 度 で 移 動 す

る よ う に し た 構 造 で あ る 、 前 記 １ ） 又 は ２ ） 記 載 の 法 面 保 護 工 法 用 ア ン カ ー 打 込 み 装 置

に あ る 。

【 考 案 の 効 果 】

【 ０ ０ ０ ８ 】

　 本 考 案 の 前 記 １ ） 記 載 の 構 成 に よ れ ば 、 法 面 の 打 ち 込 み 位 置 に ガ イ ド レ ー ル の 前 端 部 の

一 部 を 埋 入 し て 定 位 置 に 保 持 し 、 吊 上 げ 用 フ レ ー ム と ワ イ ヤ ー ロ ー プ で ガ イ ド レ ー ル の 後

側 を 重 機 等 で 吊 り 上 げ て 法 面 に 対 し て 所 定 の 角 度 に 支 え 、 打 込 み 機 に ア ン カ ー の 後 端 を 保

持 し て 打 込 み 機 と 駆 動 手 段 を 作 動 さ せ る 。 打 込 み 機 は ア ン カ ー に 振 動 を 連 続 的 に 与 え な が

ら ガ イ ド フ レ ー ム に 沿 っ て 移 動 し 、 ア ン カ ー が 地 山 に 自 動 的 に 打 設 さ れ る 。 し た が っ て 、

作 業 者 は 従 来 技 術 の よ う に 重 量 の あ る 打 込 み 機 を 支 え て お く 必 要 が な く 、 数 ｍ に 及 ぶ 長 さ

の ア ン カ ー を 直 線 状 に 精 度 良 く 且 つ 安 全 に 打 ち 込 む こ と が で き る 。

【 ０ ０ ０ ９ 】

　 本 考 案 の 前 記 ２ ） 記 載 の 構 成 に よ れ ば 、 鋼 管 が 中 空 の 構 造 で あ る か ら 、 全 体 が 軽 量 で あ

り な が ら 、 打 込 み 機 の 重 量 や 打 ち 込 み 中 の 振 動 に 耐 え ら れ る 強 固 な 構 造 に で き 、 し か も 製

作 が 容 易 で 低 コ ス ト で 実 施 で き る 。

【 ０ ０ １ ０ 】

　 本 考 案 の 前 記 ３ ） 記 載 の 構 成 に よ れ ば 、 モ ー タ ー を 作 動 さ せ る と 、 打 込 み 機 を 取 り 付 け

た 移 動 架 台 が ガ イ ド フ レ ー ム の 後 端 か ら 前 端 へ 向 か っ て 一 定 速 度 で 移 動 す る 。 し た が っ て

、 複 数 箇 所 の ア ン カ ー が い ず れ も 同 じ 力 で 地 山 に 打 ち 込 ま れ 、 法 面 が 均 一 に 補 強 さ れ て 所

定 の 設 計 強 度 を 発 揮 さ せ る こ と が で き る 。

【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】

【 ０ ０ １ １ 】

【 図 １ 】 実 施 例 の ア ン カ ー 打 込 み 装 置 の 平 面 図 で あ る 。

【 図 ２ 】 実 施 例 の ア ン カ ー 打 込 み 装 置 の 側 面 図 で あ る 。

【 図 ３ 】 実 施 例 の ア ン カ ー 打 込 み 装 置 の 使 用 状 態 を 示 す 説 明 図 で あ る 。

【 図 ４ 】 実 施 例 の 他 の 例 の ア ン カ ー 打 込 み 装 置 の 平 面 図 で あ る 。

【 考 案 を 実 施 す る た め の 形 態 】

【 ０ ０ １ ２ 】

　 本 考 案 の ガ イ ド フ レ ー ム は 、 打 込 み 機 を 直 線 状 に 移 動 さ せ て ア ン カ ー を 地 山 に 精 度 良 く

打 ち 込 め る よ う に す る た め の ベ ー ス と な る も の で あ る 。 こ の ガ イ ド フ レ ー ム と し て は 、 鋼

管 や 断 面 Ｃ 型 、 断 面 Ｉ 型 の 鋼 材 等 で 製 作 さ れ 、 直 線 状 の 長 尺 の 形 状 を 有 し 、 且 つ 打 込 み 機

の 重 量 や 打 ち 込 み 中 の 振 動 に 耐 え ら れ る 強 固 な 構 造 の も の が 用 い ら れ る 。 前 端 （ 法 面 に 接

地 す る 側 の 先 端 ） は 、 地 山 に 埋 入 で き る よ う に 先 細 り 状 に 形 成 し 、 打 ち 込 み 中 の 振 動 に よ

る ガ イ ド フ レ ー ム の ず れ を 防 止 で き る よ う に す る 。 寸 法 と し て は 、 ア ン カ ー の 長 さ に 応 じ

る が 、 ２ ～ ６ ｍ の も の が 一 般 的 で あ る 。

【 ０ ０ １ ３ 】
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　 移 動 架 台 は 、 打 込 み 機 を 取 り 付 け て ガ イ ド レ ー ル に 沿 っ て 移 動 さ せ る た め の も の で あ る

。 こ の 移 動 架 台 と し て は 、 滑 り 抵 抗 の 小 さ い 走 行 シ ュ ー や 車 輪 等 を 備 え 、 重 量 物 で あ る 打

込 み 機 が 安 定 し た 姿 勢 で ガ イ ド レ ー ル に 沿 っ て 円 滑 に 移 動 で き る よ う に し た 構 造 の も の が

用 い ら れ る 。

【 ０ ０ １ ４ 】

　 打 込 み 機 は 、 ア ン カ ー を 地 山 に 直 に 打 ち 込 む た め の も の で あ る 。 こ の 打 込 み 機 と し て は

、 穿 孔 機 や 削 岩 機 等 、 ア ン カ ー の よ う な 棒 状 物 が 取 り 付 け 可 能 で 、 且 つ 空 気 圧 等 の 力 に よ

っ て 取 り 付 け た 棒 状 物 に 強 い 振 動 を 連 続 的 に 与 え る こ と が で き る 構 造 の も の が 用 い ら れ る

。

【 ０ ０ １ ５ 】

　 吊 上 げ 用 フ レ ー ム は 、 打 ち 込 み 時 に ガ イ ド フ レ ー ム の 後 側 を 重 機 等 で 吊 り 上 げ て 法 面 に

対 し て 所 定 角 度 に 支 持 で き る よ う に す る た め の も の で あ る 。 吊 上 げ 用 フ レ ー ム と し て は 、

鋼 管 や 断 面 Ｃ 型 、 断 面 Ｉ 型 の 鋼 材 等 で 製 作 し て ガ イ ド フ レ ー ム に 一 体 的 に 設 け 、 そ の 先 端

部 に ワ イ ヤ ー ロ ー プ を 連 結 し て 重 機 の ア ー ム 等 に 掛 止 で き る よ う に す る 。 吊 上 げ 用 フ レ ー

ム の 寸 法 と し て は 、 ワ イ ヤ ー ロ ー プ が 移 動 中 の 打 込 み 機 と 接 触 し な い 長 さ と す る 。

【 ０ ０ １ ６ 】

　 駆 動 手 段 は 、 移 動 架 台 を ガ イ ド フ レ ー ム に 沿 っ て 移 動 さ せ る 機 構 と な る も の で あ る 。 こ

の 駆 動 手 段 と し て は 、 ガ イ ド フ レ ー ム の 下 部 に 無 端 の 駆 動 チ ェ ー ン を 前 後 に 渡 っ て 張 り 渡

し 、 そ の 駆 動 チ ェ ー ン の 途 中 位 置 に 移 動 架 台 を 連 結 し 、 そ の 駆 動 チ ェ ー ン を モ ー タ ー 等 の

機 械 力 又 は 手 回 し ハ ン ド ル 等 の 人 力 に よ っ て 回 動 で き る よ う に し た 構 造 の も の が 用 い ら れ

る 。 移 動 架 台 の 移 動 速 度 は 、 地 山 の 土 質 に 応 じ て 適 宜 設 定 す る 。

【 ０ ０ １ ７ 】

　 以 下 、 本 考 案 の 代 表 的 な 実 施 例 を 図 面 に 基 づ い て 具 体 的 に 説 明 す る 。 な お 、 本 考 案 は 以

下 の 実 施 例 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 様 々 な 組 み 合 わ せ や 変 形 が 可 能 で あ る 。

【 実 施 例 】

【 ０ ０ １ ８ 】

　 本 実 施 例 の ア ン カ ー 打 込 み 装 置 と そ れ を 用 い た 法 面 保 護 工 法 を 図 １ ～ ３ に 示 す 。 図 中 、

１ は ア ン カ ー 打 込 み 装 置 、 ２ は 石 袋 、 ３ は 保 護 ネ ッ ト 、 ４ は ア ン カ ー 、 Ｇ は 地 山 、 Ｎ は 法

面 で あ る 。

【 ０ ０ １ ９ 】

　 ア ン カ ー 打 込 み 装 置 １ の ガ イ ド フ レ ー ム １ １ は 、 長 さ ６ ． １ ｍ 程 の ２ 本 の 鋼 管 １ １ ａ を

複 数 の 鋼 製 の 連 結 板 １ １ ｂ で 梯 子 状 に 溶 接 し て い る 。 左 右 の 鋼 管 １ １ ａ の 前 端 は 先 細 り 状

に 形 成 し て い る 。 左 右 の 鋼 管 １ １ ａ の 前 後 に は 吊 上 げ 用 フ レ ー ム １ １ ｃ を 直 交 方 向 に 張 り

出 す よ う に 溶 接 し 、 そ の 吊 上 げ 用 フ レ ー ム １ １ ｃ の 先 端 部 に ワ イ ヤ ー ロ ー プ １ １ ｄ を 連 結

し て い る 。

【 ０ ０ ２ ０ 】

　 移 動 架 台 １ ２ は 、 そ の 左 右 両 側 に 走 行 シ ュ ー １ ２ ａ を 形 成 し て ガ イ ド レ ー ル １ １ の 左 右

の 鋼 管 １ １ ａ の 内 側 位 置 に 接 し 、 ガ イ ド レ ー ル １ １ の 前 端 と 後 端 と の 間 で 摺 動 で き る よ う

に し て い る 。 打 込 み 機 １ ３ は 、 既 存 の ド リ フ タ ー （ 重 量 ３ ３ ｋ ｇ ） を 用 い 、 移 動 架 台 １ ２

の 上 面 に 設 置 し て 強 固 に 固 定 し て い る 。

【 ０ ０ ２ １ 】

　 ガ イ ド フ レ ー ム １ １ の 下 部 に は 無 端 の 駆 動 チ ェ ー ン １ ４ ａ を 前 後 に 渡 っ て 張 り 渡 し 、 そ

の 駆 動 チ ェ ー ン １ ４ ａ の 途 中 位 置 に 移 動 架 台 １ ２ を 連 結 し 、 モ ー タ ー １ ４ （ 本 考 案 の 駆 動

手 段 ） の 出 力 軸 に 備 え た ス プ ロ ケ ッ ト を 駆 動 チ ェ ー ン １ ４ ａ に 噛 合 し て い る 。 こ の モ ー タ

ー １ ４ を 正 回 転 さ せ る と 移 動 架 台 １ ２ が ガ イ ド フ レ ー ム １ １ の 後 端 か ら 前 端 へ 向 か っ て 一

定 速 度 で 移 動 し 、 逆 回 転 さ せ る と 移 動 架 台 １ ２ が 元 の 位 置 に 復 帰 す る よ う に 動 作 す る 。

【 ０ ０ ２ ２ 】

　 以 下 、 ア ン カ ー 打 込 み 装 置 １ を 用 い て 崩 壊 し た 路 肩 の 復 旧 を 例 に し た 法 面 保 護 工 法 を 説

明 す る 。

【 ０ ０ ２ ３ 】

10

20

30

40

50



(5) JP  3191364  U   2014.6.19

　 ま ず 、 法 面 Ｎ を 所 定 の 形 状 に 掘 削 し て 整 形 し 、 そ の 整 形 し た 法 面 Ｎ に 沿 っ て 複 数 体 の 石

袋 ２ を 積 み 上 げ て 土 留 め す る 。 そ の 積 み 上 げ た 石 袋 ２ の 表 面 に ロ ー ル 状 に 巻 い た 保 護 ネ ッ

ト ３ を 縦 向 き に 展 開 し 、 そ の 複 数 枚 を 横 に 並 べ て 敷 設 す る 。

【 ０ ０ ２ ４ 】

　 図 ３ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 ア ン カ ー 打 込 み 装 置 １ の 吊 上 げ 用 フ レ ー ム １ １ ｃ と バ ッ ク ホ

ー の ア ー ム （ 図 示 は 省 略 ） と を ワ イ ヤ ー ロ ー プ １ １ ｄ で 連 結 し 、 ガ イ ド レ ー ル １ １ の 前 端

部 の 一 部 を 打 ち 込 み 位 置 に 埋 入 し て 定 位 置 に 保 持 し 、 バ ッ ク ホ ー の ア ー ム で ガ イ ド レ ー ル

１ １ の 後 側 を 吊 り 上 げ て ア ン カ ー 打 込 み 装 置 １ を 法 面 Ｎ に 対 し て 直 角 の 姿 勢 に 支 え る 。

【 ０ ０ ２ ５ 】

　 そ し て 、 打 込 み 機 １ ３ の ホ ル ダ ー １ ３ ａ に ア ン カ ー ４ の 後 端 部 を 取 り 付 け る と と も に 打

込 み 機 １ ３ に エ ア ホ ー ス １ ３ ｂ を 接 続 し 、 打 込 み 機 １ ３ と モ ー タ ー １ ４ と コ ン プ レ ッ サ ー

（ 図 示 は 省 略 ） を 作 動 さ せ る 。 図 ３ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 打 込 み 機 １ ３ に は 圧 縮 さ れ た 空

気 が 送 り 込 ま れ 、 ア ン カ ー ４ に 振 動 を 連 続 的 に 与 え な が ら ガ イ ド フ レ ー ム １ １ の 後 端 か ら

前 端 へ 向 か っ て 一 定 速 度 で 移 動 し 、 ア ン カ ー ４ が 敷 設 済 み の 保 護 ネ ッ ト ３ を 貫 通 し て 地 山

Ｇ に 自 動 的 に 打 ち 込 ま れ る 。

【 ０ ０ ２ ６ 】

　 そ の 間 、 作 業 者 は 従 来 技 術 の よ う に 打 込 み 機 １ ３ を 支 え て お く 必 要 が な く 、 長 さ ４ ． ０

ｍ の ア ン カ ー ４ が 直 線 状 に 正 確 に 打 ち 込 ま れ る 。 ま た 、 ガ イ ド フ レ ー ム １ １ の 前 端 部 が 先

細 り 状 に よ っ て 石 袋 ２ に 埋 ま っ て お り 、 打 ち 込 み 中 の 振 動 に よ る ガ イ ド フ レ ー ム １ １ の ず

れ が 生 じ 難 く な っ て 、 ア ン カ ー ４ が 精 度 良 く 打 ち 込 ま れ る 。

【 ０ ０ ２ ７ 】

　 そ の 後 、 押 え 鉄 筋 （ 図 示 は 省 略 ） を 敷 設 済 み の 保 護 ネ ッ ト ３ の 表 面 に 縦 向 き に 配 置 し 、

打 設 済 み の ア ン カ ー ４ の 頭 部 に フ ッ ク 付 き の 固 定 具 （ 図 示 は 省 略 ） を 取 り 付 け 、 そ の 固 定

具 の フ ッ ク を 押 え 鉄 筋 に 係 止 し て 保 護 ネ ッ ト ３ を 石 袋 ２ に 固 定 す る 。

【 ０ ０ ２ ８ 】

　 図 ４ に 示 す の は 、 実 施 例 の ア ン カ ー 打 込 み 装 置 １ の 他 の 例 で あ る 。 こ の 例 は 、 ガ イ ド フ

レ ー ム １ １ と し て 長 さ ２ ． ８ ｍ 程 の １ 本 の 断 面 Ｃ 型 の 鋼 材 を 用 い 、 モ ー タ ー １ ４ や 駆 動 チ

ェ ー ン １ ４ ａ 等 の 駆 動 手 段 を 省 略 し て い る 。

【 ０ ０ ２ ９ 】

　 こ の ア ン カ ー 打 込 み 装 置 １ は 、 作 業 者 が 打 込 み 機 １ ３ を 直 接 押 し な が ら ア ン カ ー ４ を 打

ち 込 む も の で 、 打 込 み 機 １ ３ の 移 動 は 手 作 業 で あ る が 、 ア ン カ ー ４ は 直 線 状 に 正 確 に 打 ち

込 め る よ う に な っ て い る 。 こ の ア ン カ ー 打 込 み 装 置 １ は 、 長 さ が ２ ｍ な ど 比 較 的 短 い ア ン

カ ー ４ を 打 ち 込 む 際 に 用 い ら れ る 。 そ の 他 、 符 号 、 構 成 、 作 用 効 果 は 実 施 例 と 同 じ で あ る

。

【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】

【 ０ ０ ３ ０ 】

　 本 考 案 の 技 術 は 、 崩 壊 し た 路 肩 の 復 旧 、 決 壊 し た 護 岸 の 補 修 、 崩 落 し た 岩 盤 壁 面 の 保 護

、 又 は こ れ ら の 崩 壊 等 が 予 測 さ れ る 法 面 の 事 前 補 強 に 利 用 さ れ る 。

【 符 号 の 説 明 】

【 ０ ０ ３ １ 】

１ 　 　 　 ア ン カ ー 打 込 み 装 置

１ １ 　 　 ガ イ ド フ レ ー ム

１ １ ａ 　 鋼 管

１ １ ｂ 　 連 結 板

１ １ ｃ 　 吊 上 げ 用 フ レ ー ム

１ １ ｄ 　 ワ イ ヤ ー ロ ー プ

１ ２ 　 　 移 動 架 台

１ ２ ａ 　 走 行 シ ュ ー

１ ３ 　 　 打 込 み 機

１ ３ ａ 　 ホ ル ダ ー
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１ ３ ｂ 　 エ ア ホ ー ス

１ ４ 　 　 モ ー タ ー （ 駆 動 手 段 ）

１ ４ ａ 　 駆 動 チ ェ ー ン

２ 　 　 　 石 袋

３ 　 　 　 保 護 ネ ッ ト

４ 　 　 　 ア ン カ ー

Ｇ 　 　 　 地 山

Ｎ 　 　 　 法 面

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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